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鰈 隋 餞 蝙 黎 同 袂 勒
東教区女性会会報 第 86号 (22期 第 6号)  2015年 2月 1日

主題  『虹の架け橋」

～祈り・仕え合うことで繋がりを～

「わたしは雲の中にわたしの虹を置く。

これはわたしと大地の間に立てた契約のしるしとなる。」創世記9章 13節

「ラヘム」 マタイ 9135～38

都南教会牧師 太田一彦
ここには主の宣教のお姿が記されています。全ての教会の、したがって教区

の婦人会もまた、その使命を突きつめてみるなら、それは、宣教にあると思い

ます。そこで今日は、もう一度、私たちの宣教への思いを新たにし、強くした

いと考え、この御言葉を読ませていただきました。なぜなら、ここに、私たち

の宣教の本質が、主ご自身によって示されているからです。

そこで注目したいのは「イエスは、群集が飼い主のいない羊のように弱り果

て、打ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた。」この「深く憐れむ」と

いう言葉です。

でもなぜ、この「深く憐れむ」ということが、宣教の本質を示しているのでしようか。ここに私たちの宣教の本質

があるという言い方をすると、私たちはある種の傲慢さを感じるかも知れないのです。しかし、この「憐れむ」とい

う言葉こそ、私は宣教の本質なのだと思います。

昔、文語体の聖書では、この憐れむという言葉は「はらわた痛む」と訳されていました。憐れむとは、はらわた痛

むこと。それは、この憐れむというギリシャ語スプランクニステーの語源が、内臓だからです。だから「はらわた痛

む」と訳されていたのです。そこに人間の心のいわば「座」があると主の時代、考えられていたからです。つまり、

主は人々が弱りはて、打ちひしがれているのをご覧になって、胸が、いや、はらわたが痛むほどの憐れみを人々に向

けられたのです。

では、この「憐れむ」という言葉は、ヘブル語ではなんと言うのでしようか。ヘブル語では、ラハミームという言

葉です。そして、その語根ラヘムはギリシャ語の漠然とした「内臓」に対して、「子宮」と関係があると言われていま

す。

私は、両者の質的な違いに気付かされます。つまり私たちの内臓は全て自分のため、自分の体を維持すために存在

していますが、子宮は違うのです。子宮は、まさに「新しい命」を生み出すためにあるのです。そう、主が「人々が

弱り果て、打ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた。」とは、そこに新しい命を生み出すことなのです。そして、

私は、ここに主の宣教の本質がみごとに示されていると思うのです。つまり、宣教とは、命をそこに生み出すことな

のです。もちろん、私たち自身が命を生むことはできないでしょう。だから、だから私たちは主の命の言葉を、主の

愛を携えて他者のところへ遣わされていくのです。

それが宣教。なぜなら、まことの命と愛の在り処が、主イエスご自身だからです。まことの命であり、まことの愛

であるお方、主イエス 。キリストによって私たちは遣わされていくのです。私たちはその使命を負っているのです。

靱
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会 長 会 報 告

東教区女性会拡大会長会を終えて 大岡山教会 成田節子

東教区女性会拡大会長会が10月 4日 に

大岡山教会で開かれました。日頃、母教

会での活動しかしていない私には、とて

もよい機会となりました。

皆様といつもと違う礼拝を行い、東教

区の方々とのつながりを意識しながら

神様によって一つとされていることを

感じることができました。

礼拝後、俳優の水澤心吾氏による朗読

劇「塩狩峠」を聞かせて頂き、大変心に

残るものでした。いつの間にか、語りの

世界に引き込まれ、自分に何ができるの

だろうかと、今一度考えさせられました。

命をもって他者を助けることができ

る信仰の強さ、友人の心をかえるほどの

愛を感じ、永野信夫さんの神様に支えられ日々過ごしていたことを思いました。友人のかたくなな

心を誠実に向き合ってすくいたいと思っていた永野信夫さん。私も「あなたの隣人を愛しなさい」

との聖書の言葉をいつも難しく感じていました。人に裏切られたときの思いは、なかなか忘れるこ

とができません。そんなとき、神様にゆだねると思いながらも、そうできていない自分がいること

を、いつも感じています。

しかし、自分の気付かな

い所で、誰かを傷つけてい

るのではないか、とも思っ

ています。それも神様にゆ

だね許しを願わなければ

なりません。本当に弱い私

|ま、周りに振り回されるこ

としばしばです。

私が苦しいとき、困難な

とき、私の考えていた方法

ではないやり方で、いつも

神様に助けられているこ

とを実感しています。いつ

も神様が共にいてくださ

ることに感謝しています。

■‐|■開会ネL拝■■|‐ |

太田|■彦牧
‐
師による説教

水澤心吾氏によ|る

朗読劇||「塩狩峠」
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22期 会計報告 2012～2014年度

第 22期 支援献金状況

会 計 報 告

単位 :円

単位 :円    第 22期 連盟送金内訳 単位 :円

費目
2012年度 2013年度 2014年度

2014年度
予算 決算 予算 決算 予算 決算

収

人

東教区会費 600000 602ダ00 588o00 594.000 582,000 594.000 l)O0x495 )'.

教区便り購読費 15000 19,00 20,000 20800 21,000 20,000 100× 200部

教区活動支援献金 200000 168_302 170o00 224卸 200,000 277.246 21教会+2個人=132696、  席上 14550

感謝献金 30000 162s45 50,000 197506 50,000 150,820 14孝交

`ヽ

==51,870、  クリスマスオ‐ナメント==98p50

コーヒーショップ 30o00 139,240 50000 81314 100,000 164450 東教区=48.150 全国総会=H6300

雑収入 5ρ00 240 500 3002 [.200 普通預金受取 り利子

反受金 71600

前年度繰越金 963,128 963,128 l p87423 1,087423 1071502 1071,502

収入合計 1,843,128 2,055,255 1,965,923 2279685 2ρ25ρ02 2279,218

支

出

教区便り 100000 15,000 12755 50000 60β86 印刷 。発送等

会議費 90p00 39,000 90,000 101600 100000 110,993 講師謝ネし、オルガニスト、説教、菓子

交通費 170p00 206.150 250,000 232610 250ρ00 252,528 役員会 9回、会長会 2回、甲信地区訪間等

険区交流費 120o00 103,勢0 120,000 79866 120000 103,9_36 遠距離教会への交通費補助

地区活動費 60p00 60,000 30000 60000 30,000 甲信地区

欠世代育成支援金 80000 73,840 80,000 72,130 80000 75,032 TNG=60000、 神学生へ手帳

通信事務費 50p00 5“2 25,000 8,88 20p∞ 11.280 事務用品、切手、メール便

菱弔費 10p00 10353 15,000 5000 15o00

庸品費 2p00 2,000 20p00

支援献金 140o00 322β25 160卿0 413676 160000 470,176

大震災、ベタニヤ、千葉ベタニヤ、東京老

人ホーム、ブラジル伝道、神学校 (含、材
料費等 2417円 )、 ほしくずの会

こ盟総大会積立金 100ρ00 100,000 100p00 100000 100000 16β20
積立金会計繰 り入れ 2014年度繰 り入れ後、
残高は却 万円になる

東教区総会積立金 70000 70,000 70,000 70000 70000 720
積立金会計繰り入れ 2014年度繰り入れ後、
残高は30万円になる

コーヒーショップ 10000 10,000 9723 10011Cl 21,258 東教区総会・全国総会、材料費・包装費

雑費 5o00 5,000 4000 404 送金手数料

反受金 71600

次年度繰越金 836,128 1,087423 963,923 lJ瞬 1502 966p02 1,126,185

支出合計 lβ43,128 2,55255 1ず%5,郎 2279`“ 29025,02 2279218

支援先 2012イT 2013Z手 2014年

ほしくずの会 42.100 20,000 20o00

ブラジル伝道 20000 20,000 20o00

東京老人ホーム 20000 20,000 20000

^t:tfi-a 200∞ 20,000 20o00

千葉ベタニヤホーム 20,000 200∞

いつくしみ 20o00

神学校オルガン献金 200.225 224p16 326_355

東日本大震災支援 83,020 21綱

合 計 322β% 4417=03` 467′
"

2012年 2013年 2014年

連盟会費 1_305200 1,287p00 1,287plxl

会報購読 106,000 106500 128plxl

連盟支援 67p00 1〔B,00 100200

感謝献金 116515 176.060 112575

サバ支援 248820 246,150 2“p“

リーストコイン 64088 92,981 67.032

合 計 1,07`23 2〃2戸 91 1,59夕52
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2014年 度  報 告

現金・貯金・残高

現   金 99,995 次年度繰越金 1,126,185

通常郵便貯金 1,529,127 積立金残高 500,000

振込予定 *1 2,937

合 計 11629,122 1,629,122

*1 リーストコイン次回送金分        (20141231現
*定期貯金利息 959円含む

2014年度ご報告

1 東日本大震災支援金送金ご報告
本教会の大震災支援は 2014年 3月 末をもって閉じられ、その

会計も閉じられました。その後は福島の復興のために東教区女

性会も献金いたしました。

2 神学校オルガン献金支援御礼
神学校の支援につきましては、役員会からのお願いに各教会女

性会の熱いご協力をいただきましたことを感謝申上げます。

3 会計監査承認
2015年 1月 17日 に中島美津江、本村富久子両姉の監査を受

け承認されました。

会報定額貯金

定額預金 19期 用いたまえ愛の主よ基金 500000円

連盟総大会・教区大会積立金

去 3期 に お け る 推
東教区女性会過去 3期における会員数、及び教会よりの会費、献金状況

積立金会計 収 入 支 出 残  高

連盟大会積立金 300000 300,000

旅費 301,320 -1,320

プール制負担金 15.000 -16,320

12年積立 100,000 83,680

13年積立 100,000 183,680

14年積立 16,320 200,000

教区総会積立金 240,000

総会費 80,720 159,280

12年積立 70,000 229,280

13年積立 70.000 299,280

14年積立 720 300000

総計 500,000

第 20期 第 21期 第 22期

2006年 2007」軍 2008年 2009Z手 2010∠手 2011」手 2012Z手 2013年 2014Z手

会員数 (人 ) 598 583 571 549 520 516 502 495 495

会費 (円 ) 717.600 699,900 685,200 658,800 624,000 619,200 602,400 594,000 594,000

教会納入分 (円 ) 834ρ 00 813,300 817762 776,990 727,200 736,250 700,122 725,200 736,910

会員数   ~会 員 会費・教会納入 ― 会費

― 教会納入分

金
額

人
数

が求手滲∫手∫ギ手
誰

700

600

500

400

300

200

100

0

900,000

850,000

800,000

750,000

700,000

650,000

600,000

550,000

500000 一

２ 。

１ ４

年

一

２ 。

１ ３

年

一

２ 。

１ ２

年

一
２。
Ｈ
年

一

２ 。

１ 。

年

一

２ 。

０ ９

年

一

２ 。

０ ８

年

一

２ 。

０ ７

年

一

２ 。

０ ６

年
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教会

2012年度 2013年度 2014年度

人数
教区

会費

会報

購読

感謝

献金

支援

献金
合計 人数

教区

会費

会報

購読

感謝

献金

支援

献金
合計 人 数

教区

会費

会報

購読

感謝

献金

支援

献金
合 計

仙 台

鶴ケ谷

千葉 18,000 3o00 21,800 21`00 3000 25400 21.600 3o00 25400

津田沼 15.600 1,600 2,000 19,200 15,600 1500 2,000 19,100 15,600 1,500 1,000 1.000 19,100

市川 12,000 12,000 14却0 14400 19,200 19,200

稔 台 22,800 23,600 24,000 24,800 24,000 24,800

小岩 12,000 2,000 14700 12,000 2,000 2.000 16,800 12,000 2,000 2,000 16800

聖パウロ 15,600 2,900 18,500 15,600 15,600 15,600 1450 17Ю 50

小石川 12,000 1,000 3,000 16Ю00 1,200 10,000 11,200 1,500 1500

本郷

板橋 6 7,200 3,000 10200 7 8“ 0 3.000 11400 7,200 3,000 10200

東京池袋 25,200 25,200 25,200 25,200 24,000 24Ю00

市ヶ谷 45 54,000 54,000 45 54,000 3,000 57,000 侶 57,600 1,500 10,000 10,000 79,100

東京 30000 l p00 5,000 36,000 30,000 1.000 5,000 36,000 1000 5,000 36p00

武蔵野 36,000 36,000 24 28,800 10,000 38,800 26却0 5,000 10,000 41400

スオ ミ

三鷹 19,200 lρ00 5,000 26,100 19,200 1300 5o00 25,500 19,200 1300 5,000 5,000 30.500

保谷 21,600 1,200 5ρ00 27,800 18Ю00 1,500 5000 24.500 18,000 1.500 5o00 24,500

羽村 12,000 3o00 15,000 15`00 3,000 18,800 14 16,800 17、000

八王子 12.000 1.000 10,000 23,000 12,000 1,500 10,000 23,500 12,000 1,500 10000 23,500

都南 26“0 2,000 28700 28,800 2,000 31,100 24 28800 2,000 31,100

田園調布 26却0 1,000 10,000 37400 26却0 1000 5,000 10,000 42400 26400 l,000 5,000 10,000 42400

雪ケ谷 16,800 3,000 20,600 16,800 20,100 14 16,800 3.000 20,100

太岡山 40 48,000 3,000 51500 44Ю0 13700 3,000 61,100 44400 3β 00 3,000 50″00

大森 13,200 16,700 13,200 500 3,000 16700 11 13,200 3,000 16,00

蒲田 24,000 5,000 29,500 27,600 5,000 33,100 22,800 1.500 5,000 30,100

横浜

藤が丘 32И00 2p00 10,000 44』 0 32400 2,000 10,000 名却 0 32400 2,000 10,000

“

400

日吉 20400 1,000 21И00 20"0 20"0 20"0 20却0

横須賀

小田原 3 3,600 6,800 3 3,600 1,000 2,000 6,900 3 3`00 1,500 5β00

湯河原 5 6,000 1,000 5,000 12,00 4 4,800 1.000 5,000 11300 4 4,800 1.000 11300

甲府

飯 田 18,000 1,500 2.822 22322 18,000 1,500 1500 21o00 18,000 2,000 620 1540 22,160

松本 21600 3,000 24,900 22,800 3,000 3,000 29、 100 22,800 3000 3,000 28800

長野 8 9.600 3000 12,600 8 9,600 3000 12,600 8 9,600 3,000 12`00

諏訪 9 10,800 10,800 9 10,800 10.800 9 10,800 10800

合 計 60240 19β00 16ρ00 80,822 719422 495 594,000 23,800 48,700 82500 749,000 495 594,000 20,000 51β70 91“0 756,10

東 教 区 女 性 会 教 会 別 会 費 納 入 一 覧
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被 災 地 訪 問 報 告

被災地訪問 長野教会 小松紀子

再び東北の被災地を訪ねる機会が与えられ、二日間の車での移動で仙台から気仙沼まで六か所を

訪間させて頂きました。

最初に訪間したのは石巻の仮設団地の集会所で、

布ぞうりやつるし雛を作っているグループの方々で

した。様々に工夫 して作品を作っている様子をお間

きしました。その御婦人達から「たまには野口先生

を里帰 りさせて・・・」 と言われて、先生が二年間

通われて深まつた心のつなが りを強 く感じました。

続いてすく
゛
近 くのもう一つの仮設団地へ。ここも

つるし雛を中心に作品を頂き、お土産に買ったり、

私は自分の持っている古い着物の布を利用 して頂け

るとのことで送ることにしてお暇しました。

小雨の降る寒さの加わる中、大川小学校へ。何度も

映像で見ていたその場に立って、押し寄せた津波がど

れ程のものだったかと、立ち尽 くすばかりでした。

翌日朝から雨の降る中、近 くの漁協の事務所で関係

者の方から現状を色々お聞きしました。その中で「牡

蠣」がやつと販売出来るようになったのに販路が恵ま

れないとのこと。生産者の厳 しい現実を知らされまし

た。

次に伺つたのは私たちが「わかめ」を送って貰

っている西條さ

ん宅。幸

いお宅は高い所にあって被災を免れたものの、今も行方不

明の御親族がおられるとお聞きしました。昆布とわかめ

の美味しいご馳走でお茶を頂きました。

最後の訪間地は気仙沼。訪ねた前浜地区は地域の人達が

何かとよく集まる習慣の地なのに津波で寄り所の集会所

を失つてしまいました。ルーテル

救援の関わりで今までより高い所

に前浜コミュニテイーセンターが

建てられ、今は気仙沼市の管理の

下、今まで通り地域の人たちの寄り

所として用いられている様子をお

聞きしました。少しづつ少しづつの

復興の様子を半ば胸を痛めながら訪

問させてもらいました。

西條さん宅にて

1

1

1

1

1

■ |‐  新設された .  |
前浜コミュニティニセンタ‐
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東 京 老 人 ホ ー ム 訪 問 報 告

東京老人ホーム訪間 長野教会 清水敦代

秋晴れの 11月 15日東京老人ホ
ーム訪間に初めて参加しました。参

加者は30名余でした。
始めに 2階のリハビリ室で高橋

睦施設統括長のあいさつを聞き、ホ

ームの歩んできた歴史を感じまし

た。その後、今年は奉仕の時間が設

けられ、汚物入れ袋作りの作業をし

ました。45リ ットルゴミ袋 2枚重

ねて、中に新聞紙をたたんで入れる

という簡単な作業でしたが、皆さん

熱心に作り、30分の間に机の上は
畳んで出来た袋の山になりました。

2時過ぎに隣のホールに移動して、入

所者の方々と「リラ・プレカリア」で活動されている大石千絵姉によるハープの演奏を聴きました。

♪紅葉の他にリラ・プレカリアの癒しのメロディーを何曲も弾いて頂きました。間近でハープの音

色を聴くことが滅多に無いので、音が体にこんなに響く事に感動しました。

それから、佐々木順子姉の指導の下、入所者の方も作れる簡単な手芸品作りのお手伝いをしなが

ら交流をしました。今年の一日神学校のバザーに出品したフラワーバスケット (小物入れ)は花や
ポンポンの裏に両面テープが貝占つて有り飾るだけになっており、ラッピング材の紙パッキンで作る

どんく
゛
りの実 (かわいらしいミニカードに貼りまし

た)は金糸モールと一緒に手の中でくるくる丸める

だけ。それでも、どこに飾りますか ?どの色がいい

ですか ?等 と聞きながら進めました。綺麗に飾った

作品が出来上がり、入所者の方の顔が満足そうでし

た。後日、役員会で大石姉が交通費を」ELAに献
金された事、佐々木姉が材料を献品された事を聞き

ました。感謝申し上げます。

最後に、参加者同士の交流会があり、ボランティ

ア世話係の大森はつ子姉がボランティアの現状やも

っと人手が必要と呼びかけました。

初めての参加で教区の役員の立場で無く一参加者

として訪間させていただきました。我が教会でも教

会に来られなくなってきている方が何人もいます。

その方に自分は何が出来るのか考えている最中の訪

間でした。いいヒントが与えられ、充実した一日を過

ごしました。
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お 知 ら せ

連盟総大会 女性会連盟会長 鈴木直子
女性会連盟第 23回、総・大会 (於 :代々本 国立オリンピック記念青少年総合センター)の
プログラムの概要を下記の通りお伝えいたします。総会と愛餐会の内容につきましては 1月役員会

等で最終的に決まります。基調講演をしてくださいます、大塚野百合 (おおつか・のゆり)先生は、
恵泉女学園大学名誉教授で英文学者、キリスト教文化・賛美歌研究家として多数の著書があります。

次回「ひびき」にて詳しくご紹介します。また三日目の講演は「宗教改革 500年」についてルーテ
ル学院大学の鈴木浩師の話です。みなさま総・大会をどうぞご予定に入れていただき、ご参加くだ

さいますようお願い申しあげます。

6月 2日 (火 )・ 第一日目 6月 3日 (水)0第二日目 6月 4日 (木 )・ 第二日目
12:30 受付

13:30 開会礼拝

召天者記念ネL拝

14:30 オリエンテーション・休憩

15:00 基調講演

大塚野百合氏

16:30 チェックイン (自 由時間)
18:00 愛餐会

20:00 終了

8:30  受付
9:00～ 17:00 総会

議案 :

総会組織、報告、審議事項、

協議事項、会長選挙等

17:00 ;終 了

8:30 講演 鈴木浩師
9:30 総会決議事項確認
新役員紹介

10:00 役員就任式

派遣礼拝・聖餐式

H:30 )冬了

感謝 東教区女性会会長 浅野聖子
2014年も神学校支援の活動として、手作リオーナメント・フラワーボックスの制作ご協力をいた

だきありがとうございました。一日神学校ミニショップ、10月 の東教区女性会会長会、宗教改革記

念礼拝、ルターナイツ等での販売の折、お買い求めによるご協力をいただきましたことも、深くお

礼申し上げます。純収益 94,533円 と会長会席上献金、神学校オルガン指定献金とを合わせ、162,383

円を、3年間で、750,596円を神学校にお献げできましたことを感謝を持ってご報告いたします。

3月 6日 (金 )

3月 10日 (メつ

6月 2日 (火 )

～4日 (木 )

世界祈祷日

ルーテル学院大学・

神学校卒業式

連盟総大会   議壕:

今
後
の
予
定
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